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1 はじめに
• Bebrasは児童生徒向け情報科学コンテスト
• 問題を通して情報科学と情報活用の興味を喚起
• 2004年にリトアニアで開始
• 現在はドイツで8万人など14ヵ国23万人以上
• 日本では2010年に情報オリンピック日本委員
会が試行実施

Bebrasの概要と、試行結果を報告する



（余談）ポーランド2008





2 Bebrasコンテスト
• 秋に1,2週間程度の期間を設け、各国で実施
• 共通の必須問題＋国ごとの選択問題
• 参加は学校単位
• 小学校高学年から高校生（10歳から18歳程度）
• 45分程度で15問から20問を出題。4択が基本
• Web画面で出題し、回答。HTML+Flash



年齢レベル
年齢 レベル
10-12 Benjamin

13-14 Cadet

15-16 Junior

17-18 Senior

• 4段階のレベル
• 教育体系の違いや3段階で実施する国も



問題の分野
• INF: 情報に関する理解
• ALG: アルゴリズム的思考
• USE: コンピュータシステムの利用
• STRUC: データ等の構造
• PUZ: パズル、グラフ等
• SOC: ICTと社会



小学生向けの問題例（お皿）

ビーバーの学校の食堂には、2種類のお皿があります。緑の深いお
皿は小さなビーバー用で、茶色の浅いお皿は大きなビーバー用です。
食事のとき、小さなビーバーと大きなビーバーは別々の列に並びます。
ある日、小さいビーバーと大きいビーバーが一列に並ぶことになり

ました。緑と茶色のお皿は、ひとつの山に積まれます。食堂のビー
バーは、一列に並んだビーバーの順にお皿を重ねておく必要がありま
す。下の絵の中で、お皿の山がビーバーの並びと違っているものがあ
ります。どれでしょう？





• 2010年度のBenjamin（小学生）向け必須問題
• データ構造（スタック）。予備知識不要
• その場で発見して解けるように工夫されている



3 日本での実施
3.1 スケジュール
• 情報オリンピックの世界大会の際に声がかかる
• 情報オリンピック日本委員会で実施を決定
– 2010年10月初旬に実施を決定
– 英語問題の翻訳作業
– コンテストサーバーの契約、設定
– 2010年11/15-19に実施

• 問題とサーバーはオランダと契約



3.2 問題の準備
• オランダ語を翻訳した英語問題をもらい、
• 英語問題を日本語に翻訳
• オランダの年齢レベルを日本向けに調整
（A,B,Cは難易度）

オランダ 日本
II（中1,2）A,B,C 中学生A,B、高校生A

III（中3,高1）A,B,C 中学生C、高校生B

IV（高2,3）A,B,C 高校生C



難易度ごとの配点
難易度 正解 不正解 未解答
A 6 −2 0

B 9 −3 0

C 12 −4 0

• 難易度ごとに配点が違う。
• 不正解のペナルティで適当な選択を防ぐ。



翻訳作業
• 数名のコアメンバーで問題文を翻訳
• 10名程度で内容の正確さを確認
• 小中高の教員で文章と難易度を確認



3.3 コンテストの実施
学校 校数 人数
小学校 0 0

中学校 1 119

高校 3 208

• 4校。人数的には300人以上を確保
• 実施決定から本番まで1ヶ月。WebでPRのみ
• 学校単位の参加。学校内の手続きがネック
• 人数分の ID,PWを配布。時差のトラブルも



3.4 コンテストのフォロー
• 解説を送付し、教員から解説してもらった
• 希望する学校の生徒に参加証明書を送付した
国際コンテストなので英語

•（ドイツなど上位数%を表彰する国もある）





4 実施結果
4.1 正答率の分析
欧州（6～10ヵ国）の平均と比較した。

• 前述の「お皿」（スタック）: 適度な難易度
– 日本中学生: 92.4%

– 欧州小4-6: 68.6%

• 欧州は女子生徒の点数が高い傾向



ビーバーロボット
ビーバーロボットは、図のコースのマスの中を指示にしたがって動きます。

ステップ1 ビーバーロボットはどれかのマスからスタートします。
ステップ2 ビーバーロボットはマスに描かれた矢印を見て、その向きに矢印の

数だけ動きます。
ステップ3 ビーバーロボットは通り過ぎるマスの矢印は無視します。
ステップ4 ビーバーロボットはコースから外に出てしまうか、矢印が書かれて

いないEの列に着くまでステップ2とステップ3を繰り返します。
Aの列のA1, A2, A3, A4のマスからスタートするとき、Eの列のマスに着くのはどこ

からスタートしたときですか？
A1, A2 A2, A3, A4 A2, A4 A1, A4



ビーバーロボット
逐次的な手順

• 日本: 欧州より高い
– 中学生(84.9%)

– 高校生(79.8%)

• 欧州
– 小4-6(39.3%)

– 中1,2(52.1%)

– 中3高1(56.6%)



ジョギング
ビーバーのビ太郎は走るのが好きです。毎朝起きるとすぐにジョギングにでかけます。

彼の住んでいる街は、道が縦と横に交わっています。道の角から角までは、ちょうど彼の
100歩あります。彼のジョギングのコースを手順にすると、次のように書けます。
「ジョギング」とは、
「四角に走る」をして、
「四角に走る」をして、
「四角に走る」をする

ことです。
「四角に走る」とは、
「角まで走る」をして、
「角まで走る」をして、
「角まで走る」をして、
「角まで走る」をする

ことです。
「角まで走る」とは、

100歩走るをして、
左に曲がる

ことです。
ビーバーのビ太郎が 「ジョギング」を実行したとき、全部で何歩 走るでしょう？

答えの数字を書きなさい。



ジョギング
反復の手順、手続きの定義

• 日本
– 中学生(47.1%)

– 高校生(55.8%)

• 欧州: ポーランドは95%と高得点
– 中1,2(57.1%)



道の敷石
ビーバーのビ太郎は家の前の敷石を写真に撮ってから、敷石の並び方を表す図を描きま

した。図の中で、1枚の敷石は1個の点で表されています。敷石と敷石が辺でとなり合っ
ているときは、それらの点の間に線が引かれています。

　

ビ太郎は街を歩いて、いろいろな敷石の写真を撮りました。
ビ太郎が描いた図と同じにならないのは、どの敷石でしょう？図をクリックして答え

なさい。

　

　



道の敷石
グラフ、トポロジー

• 日本
– 高校生(38.0%)

• 欧州: ポーランドは80%と高得点
– 中3,高1(38.4%)

• 実施校の先生から「どう考えればよいかわから
ない」「情報との関係がわからない」というコ
メントあり



カヌーの旅
ビーバーのビ太郎がカヌーで湖を訪れる旅をしています。すべての湖に行けるように、ビ

太郎はそれぞれの湖からどちらに進むかを次のルールで決めることにしました。
• まだ行っていない川が2つあるときは、左の川に行く。
• まだ行っていない川が1つのときは、その川に行く。
• まだ行っていない川がないときは、ひとつ前の湖に戻る。
それぞれの湖では、見た動物を順番にメモしていきます。旅は、すべての湖に行ってから、

スタート地点に戻ると終ります。ビ太郎が書く名前の順はどれでしょう？

魚、カエル、ワニ、カメ、鳥、ヘビ、カワウソ、アヒル
魚、ワニ、ヘビ、鳥、アヒル、カワウソ、カエル、カメ
魚、カエル、カメ、ワニ、鳥、カワウソ、アヒル、ヘビ
魚、カエル、カメ



カヌーの旅
木構造、深さ優先探索

• 日本
– 高校生(72.1%)

• 欧州
– 中3,高1(62.7%)

• 再帰を使うアルゴリズムでも、わかりやすく図
示すれば高校生も容易に扱える



4.2 参加者の感想
• 中学生の感想は肯定と中間が半数ずつ
• 問題の内容や難易度は適切だった
• 教員から生徒が意欲的に取り組んでいた報告



5 今後の展開とまとめ
• 2010年度
– 海外の問題を翻訳して出題

• 2011年度
– 日本から問題を提案（8問中7問採択）
– 5月の問題検討ミーティングに参加
（リトアニアで4日間ワークショップ）

– 秋のコンテストに向けて準備
– 過去問題は良問の宝庫。活用を検討したい


